ダビガトラン関連脳出血は遅発性血腫増大のリスクを増加させるか? : ラットコラゲナーゼ脳出血モデルにおける検討 by Shunsuke Tanoue
























量（mm3）はコントロール群 21.7±4.9, 10mg/kg群 22.1±5.0, 20mg/kg群 23.4±5.8（p=0.90）。
血腫増加量（mm3）はcontrol群 8.4±4.1, 10mg/kg群 7.2±3.1, 20mg/kg群 4.4±2.6（p=0.34）、
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